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1.組織の概要                                

 

１．事業所名      

株式会社武蔵野通信  

 

２．代表者氏名     

代表取締役 降矢直樹 

 

３．所在地       

本社    ： 東京都武蔵村山市三ツ木 5-29-20（登記上本社） 

八王子事業所： 東京都八王子市小宮町 161-2 

練馬事業所 ： 東京都練馬区谷原 4-20-3（資材保管倉庫） 

 

４．環境管理責任者   

専務取締役 降矢絵里子 

  連絡先    TEL: 042-843-1480  E-Mail：info@musashino-tsushin.jp 

 

５．事業の規模 

  設立年月日：  2006 年 8 月 1日 

  資本金：    1,000 万円 

  年商額：    18,606 万円 (2023 年 7 月期)  

  所有車両数：  主要車両 8 台・高所作業車 1 台・電気自動車 2 台 

 

  事業年度： 8 月～7月  

  従業員数： 11 名(内役員 2名、兼務役員１名含む) 

  延床面積： 八王子事業所 133.01 ㎡  

練馬事業所  139.2 ㎡ 

 

６．事業活動の内容 

  ①電気工事 ②電気通信工事 

 

 

2.認証・登録の対象組織・活動 

 

登録組織名：株式会社 武蔵野通信   

対象事業所：・八王子事業所及び練馬事業所   

登録対象外：本社（登記上本社）  

対象とする事業活動：電気工事及び電気通信工事 
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3.環境経営方針 

 

基本方針 

 株式会社 武蔵野通信はセキュリティー、省エネ（ＬＥＤ）を通じて、お客様に安心して豊

かな暮らしをご提案・施工しております。 

 顧客の満足度を第一に、安全・品質・環境に配慮した製品をご提供することで、地域社会の

発展実現に貢献いたします。 

  

 

 

行動指針 

1. 省エネルギー化・リサイクル化を進め、二酸化炭素排出量・廃棄物排出量の削減に努めま

す。 

 

2. 受注工事において、環境に配慮した商品をご提案し施工計画を作成し、工事を実施致しま

す。 

 

3. 環境関連法規制等を順守致します。 

 

4. 電気自動車を導入し二酸化炭素排出の削減を致します。 

 

5. アイドリングストップ運動を徹底致します。 

 

6. 事業系一般廃棄物の分別の徹底。 

 

 上記の経営環境方針に基づき環境経営の継続的改善を誓約致します。 

 

 

2020 年 8 月 1日 制定 

株式会社 武蔵野通信 

代表取締役 降矢 直樹 
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 4．環境経営目標 

 

環境方針及び環境への負荷並びに環境への取組状況の把握等の結果を基に、下表の通り環境 

経営目標を設定した。 

 

環境経営目標 
基準年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

2020.8～

2021.7 

2022.8～2023.7 2023.8～2024.7 2024.8～

2025.7 

 

電気使用量の削減 

（注 1・3） 

 

18,977（kWh） 

 

（基準年度比 

2%削減） 

18,597 

（基準年度比 

3%削減） 

18,408 

（基準年度比 

4%削減） 

18,218 

 

ガソリン使用量の削

減 

 

軽油使用量の削減 

 

 

15,556 

（ ℓ ） 

 

3,652 

（ ℓ ） 

（基準年度比 

2%削減） 

15,245 

 

（基準年度比 

2%削減） 

3,579 

（基準年度比 

3%削減） 

15,089 

 

基準年度比 

3%削減） 

3,542 

（基準年度比 

4%削減） 

14,934 

 

基準年度比 

4%削減） 

3,506 

二酸化炭素排出量の

削減（注 1・3） 

 

55,088 

(kg－CO2) 

 

（基準年度比 

2%削減） 

53,986 

（基準年度比 

3%削減） 

53,435 

（基準年度比 

4%削減） 

52,884 

事業系一般廃棄物排

出量の削減 

（シュレッター） 

 

  840 

（kg） 

（基準年度比

2%削減） 

823 

（基準年度比 

3%削減） 

815 

（基準年度比

4%削減） 

806 

 

産業廃棄物排出量の

削減 

 

  

21,515 

（kg） 

（基準年度比 

2%削減） 

21,085 

（基準年度比 

3%削減） 

20,870 

（基準年度比 

4%削減） 

20,654 

 

水使用量の削減 

（注 4） 

 

68 

（㎥） 

（基準年度比 

2%削減） 

67 

（基準年度比 

3%削減） 

66 

（基準年度比 

4%削減） 

65 

顧客への改善提案

（照明用 LED の普及

活動）（注 2） 

 

2019 年度基準 

   5 

   (件) 

（2019 年度比 2

件向上） 

    7（件） 

（2019年度比3件

向上） 

 8（件） 

（2019 年度比 4

件向上） 

 9（件） 

（注 1）：電気使用量に対する二酸化炭素（CO2）排出係数は、平成 28 年 12 月 27 日公表された 

東京電力エナジーパートナー㈱調整後排出係数 0.491（kg－CO2）/kWh を用いた。  

  （注 2）：2019 年度からデータ開始 

  （注 3）：2020 年度から練馬事業所の電気使用量を計測開始 

  （注 4）：八王子事業所のみ（練馬事業所の水道メーターが独立していない為、使用量計測不可） 

     (注5)：小数点を四捨五入 
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５．環境経営計画 
               

 （取組み期間 2022 年 8 月 ～ 2023 年 7 月） 

環 境 目 標 等 環 境 経  営 事 項 実施責任者 

 

 

 

電気使用量の削減 

 

①不要照明〈事務室・トイレ等不在時及び休憩時〉

の消灯 

②ＯＡ機器の不使用時電源オフ 

③エアコンの温度設定〈暖房 22℃、冷房 27℃〉 

④外気、太陽光の導入 

⑤エアコン新設置（2020 年 7 月） 

⑥不要コンセント抜く（テプラ等） 

 

 

環境管理責任者 

事務責任者 

 

 

ガソリン及び軽油

使用量の削減 

 

 

①給油量･走行距離の把握･記録 

②不要なアイドリングの禁止 

③急発進・急加速・急停車の禁止 

④タイヤの空気圧の定期的チェック 

⑤効率的な走行ルートの事前計画 

 

 

車両管理責任者 

 

 

事業系一般廃棄物

排出量の削減 

①事前確認によりミスコピーの防止 

②裏紙利用〈メモ帳、両面コピー等〉の励行 

③再資源化物の分別の徹底 

④マイ（カップ、箸、手拭）の推進 

環境管理責任者 

事務責任者 

産業廃棄物排出量

の削減 

①廃棄物の再利用の推進 

②廃棄物の分別の徹底 
環境管理責任者 

事務責任者 

 

水使用量の削減 

 

① 水道蛇口の開閉抑制 

② 洗車用ホースの放水口の改善 

環境管理責任者 

事務責任者 

顧客への改善提案

(照明用ＬＥＤの普   

及活動）  

 

①使用可能なエコマーク付き事務用品の検索 

②事務用エコ商品の積極的使用 

環境管理責任者 

 

   備考：電気使用量及びガソリン及び軽油使用量の削減への取組みにより二酸化炭素排出量の 

削減を図る。 
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7(1)．環境経営目標の実績 

環境経営目標の実績及び評価 

   備考：実績及び評価の対象期間は、2022/8～2023/7 の 1 年間である。 

：評価欄には、目標達成；○印、目標未達成；×印を評価結果として記載 

（注 1）：電気使用量に対する二酸化炭素排出量の算出に用いた CO2排出係数は、平成 28 年 12 月 27

日公表の東京エナジーパートナー㈱の調整後排出係数 0.491(kg－CO2)/kWh を用いた。 

 

（注 2）：2019 年度からデータ開始 

（注 3）2020 年度から練馬事業所の電気使用量を計測開始 

（注 4）八王子事業所のみ（練馬事業所は水道メーターが独立していない為、使用量の計測不可） 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営目標 基 準 値 
(2020/8～2021//7） 

目   標 
(2022/8～2023/7） 

実 績 

(2022/8～2023/7) 

評  価 

電気使用量の削減 

（注 1・3） 

 

18,977 

（kWh） 

（基準値対比 2%削減） 

18,597 

 

17519 
〇 

ガソリン使用量の

削減 

 

15,556 

（ ℓ ） 

（基準値対比 2%削減） 

15,245 

 

10845 〇 

軽油使用量の削減 
 

3,652 

（ ℓ ） 

（基準値対比 2％削減） 

    3,579 

 

  

5214 
 × 

二酸化炭素排出量

の削減 （注 1・3） 

55,088 

(kg－CO2) 

 

（基準値対比 2%削減） 

53,986 

 

47266 〇 

事業系一般廃棄物

排出量の削減 

（シュレッター） 

  

 840 

(kg) 

（基準値対比 2%削減） 

    823 

 

860 

   

× 

産業廃棄物排出量

の削減 

  

      21,515 

(kg) 

基準値対比 2%削減） 

21,085 

 

16135 
   

〇 

 

水使用量の削減 

（注 4） 

 

 

顧客への改善提案 

（照明用 LED の普

及活動）（注 2） 

 

68 

（㎥） 

 

 2019 年度基準 

    5 

   （件）          

（基準値対比 2%削減） 

67 

 

(2019 年度比 2件向上) 

     7 

 

41 

 

 

    5 

 

〇   

 

 

 × 
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７(2)．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営目標・計画 

 

 

 

 

 

 

 

環境目標等環境経営事項 取組結果と評価 判定 担当 次年度の環境経営目標・計画 

 

 

 

電気使用量の削減 

 

①不要照明〈事務室・トイレ等

不在時･休憩時〉の消灯 

②ＯＡ機器の不使用時電源オ

フ 

① エアコンの温度設定〈暖房

20℃、冷房 28℃〉 

② 外気･太陽光の導入 

③ エアコン新設置（2020 年 7

月） 

④ 不要電源コンセント抜く

（テプラ等） 

 

・OA 機器の不使用

時の電源オフが徹

底している。 

・エアコンの温度

設定は適切に実施

できた。 

・電気使用量の削

減目標は達成でき、

節電意識が浸透し

ている。 

〇 

 

 

 

 

 

 

石田 

7（3）詳細記載 

 

 

ガソリン使用量の

削減 

 

 

① 給油量･走行距離の把握･記

録 

②不要なアイドリングの禁止 

③ 急発進・急加速・急停車の禁

止 

④ タイヤ空気圧の定期的チェ

ック 

⑤ 効率的な走行ルートの事前

計画 

・初期段階は、取組

みが統一されてお

らず不十分であっ

たが、最近は、各取

組みが適切に実施

されている。 

〇 

 

 

 

 

石田 

7（3）詳細記載 

 

 

 

一般廃棄物排出量

の削減 

 

① 事前確認によりミスコピー

の防止 

② 裏紙利用〈メモ帳、両面コピ

ー等〉の励行 

③ 再資源化物の分別の徹底 

④マイ（カップ、箸、手拭）の

推進 

裏紙の使用、メー

ルでの活用が徹底

できている。 

〇 

 

 

 

石田 

７（3）詳細記載 

産業廃棄物排出量

の削減 

① 再使用の推進 

②  廃棄物の分別の徹底 

各自理解し、取り

組んでいるので現

状維持する。 
〇 

 

石田 

7（3）詳細記載 

水使用量の削減 
① 洗車時溜め置き洗い 

② 洗車用ホースの放水口の改

善 

今後もこのまま維

持 〇 

 

石田 

7（3）詳細記載 

顧客への改善提

案(照明用ＬＥ

Ｄの普   及

活動）  

 

使用可能なエコマーク付き事

務用品の検索 

②事務用エコ商品の積極的使

用 

今後もこのまま維

持 

〇 

 

石田 

7（3）詳細記載 
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

        2023 年 8 月 1 日作成 
下表に示す通り、該当する主要な環境関連法規制等の遵守状況を 

チェックした結果、全て適合していることを確認しました。 

尚、法規制に対する関係当局からの違反の指摘及び関連する訴訟等は、 

過去３年間ありません。 

№ 法令･条例等の名称 
遵守状況の 

確認・評価 

1 下水道法及び八王子市下水道条例 適合 

2 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 適合 

3 八王子市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例 適合 

4 騒音規制法 適合 

5 振動規制法 適合 

6 フロン排出抑制法 適合 

7 自動車ＮＯⅹ･ＰＭ法 適合 

8 消防法及び東京都火災予防条例 適合 

9 グリーン購入法 適合 

10 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（東京都環境

確保条例） 
適合 

   



9．代表者による全体評価と見直しの結果 

                     2023 年 8 月 1 日作成 

エコアクション 21 全体の取組状況及び評価結果（環境管理責任者記述） 

① 環境経営目標の達成状況と評価 

→入札案件が増えたため、作成する書類が増え訂正やミスプリントが増えたため、産業廃

棄物（シュレッター）は達成できず。 

② 環境経営計画の実施状況と評価 

→電気、ガソリン、使用量が目標達成できたが軽油の目標達成出来なかった。しかし二酸

化炭素排出量の削減が達成できた。 

③ 環境関連法規制等の遵守状況 

→遵守しています。 

④ 問題点の是正及び予防処置の状況 

→現場での無駄な材料削減 

⑤ 外部からの苦情・要望・対応状況 

→事務所 1階シャッター音の騒音を事前予防 

⑥ 環境経営システムの適切性、妥当性及び有効性 

→システム構築を行い、計画・手順を運用 

⑦ 責任者からの提案 

 →ラインワークスを導入し、情報共有が可能になり、連絡報告がスムーズに出来るように

なった。 
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変更の必要性の有無及び指示事項等        （代表者記述） 

① 環境経営方針（変更の必要性： 有 無 ） 

② 環境経営目標（変更の必要性： 有  無 ） 

③  環境経営計画（変更の必要性： 有  無 ） 

④  実施体制（変更の必要性： 有  無 ） 

⑤  環境経営システムのその他の要素（変更の必要性： 有  無 ） 

 

＜指示事項等＞ 

印刷時の設定の確認を一人一人徹底する。 

≪責任者からの指示事項の実施状況≫ 

社員一丸となり理解し取り組んでいるのでこのまま維持徹底でいきましょう。 


